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幼稚園教育要領解説 

（※） 

幼保連携型 
認定こども園 
教育·保育要領解説 

保育所保育指針解説 

 
 

 

 

令和３年度「山形県幼児教育アンケート」（義務教育課調べ）より 

 

 

 

 

 

はい

43%いいえ

57%

 

遊びの時間が少なく、 

保育者が設定した一斉活動

が多いです。園の方針をなか

なか変えられなくて…。 

 

遊びの時間を大切に 

確保しています。 

でも、ただ遊ばせている 

だけでいいのか不安…。 
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月に１回

41%

数ヶ月に１回

26%

半年から１年に１回

20%

ほとんどない

13%

遊びに関する園内研修等の頻度

令和３年度 
「山形県幼児教育 

アンケート」より 
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子供たちは、材料コーナーにあ

るものを使って、車つくりを始め

ました。本物の車らしさを追究す

ることを楽しむ子供たちの姿を、

この子たちの今の「育ち」として

感じ取った保育者は、子供同士の

やりとりをつないだり、一緒に場

を構成したりしながら、遊びの展

開を共に楽しみました。子供たち

は「まっすぐ、長く走ること」に

こだわり、車のつくりや場の構成

の試行錯誤を繰り返しました。 
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Administrator
ハイライト表示



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
  

 

理解している

17%

少し理解している

56%

あまり理解していない

27%

幼稚園教育要領等の理解について

令和３年度 
「山形県幼児教育 
アンケート」より 

 
 

 
 

“もみ 
もみ” 
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園庭にある草花を使っての色水

つくりが大好きな子供たち。朝顔の

花を見つけると、すぐにビニール袋

を保育室から持ってきました。自分

なりに試したり工夫したりしなが

ら、やりたいことにどんどん夢中に

なっていく姿がありました。「次は

どんな道具を準備しておけば子供

たちの思いがつながるかな」と、保

育者は、一緒に遊びながら、子供の

心の揺れや育ちの方向を見取り、次

の援助を見通していました。 
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令和３年度 
「山形県幼児教育 
アンケート」より 

30分未満 2%

30分〜1時間

16%

1〜2時間

62%

2時間以上

20%

午前中の 
「自由遊びの時間」 

について 
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Ａ児たちは、保育室に残ってい

た片段ボールを廊下の壁に貼り付

け、園庭で拾ったどんぐりを転が

して遊び始めました。夢中になっ

て何度も試すＡ児たちでしたが、

廊下は他の子供たちもよく通る場

所のため、土台の積み木が倒れる

など、少し落ち着かない様子も見

られました。Ａ児が「もっと長くし

たい」と叫んだことをきっかけに、

保育者は、「もっと広い場所を探し

てみる？」と声を掛けました。 
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登園してきてすぐに「消防隊にな

りたい」とＢ児。保育者と一緒に消防

隊の服や道具をつくると、やがて気

持ちは外へ向かいました。「火事だ」

「水だ」と叫びながら一番大きなペ

ットボトルを手に取ると、砂場に水

を流し始めました。「水を出す（流す）

ことを存分に楽しめるように」と願

った保育者は、雨樋等、道具や場所の

提案をしました。Ｂ児が水をどんど

ん流して遊んでいると、そこへいろ

いろな友達が集まってきました。 

 

 

はい

77%

いいえ

23%

令和３年度 
「山形県幼児教育 
アンケート」より 

「自由遊びの時間」が 
１日の保育の中で最も大切な時間 

 
 

 

“ジャブジャブ” 
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 Ｃ児は、登園するといつもすぐに

お気に入りの材料を見付け、製作す

ることから遊び出します。この日は、

ストローとペーパーの芯を貼り合わ

せ、注射器を作りました。「見て！」

と、微笑みかけてきたＣ児に、保育者

が「そこの広いところ（ままごとコー

ナー）使う？」と尋ねると、勢いよく

頷き、ござを敷き始めました。「あっ、

点滴、お薬するやつ」と、遊びながら

自分の経験を思い出し、次々つぶや

くＣ児の言葉一つ一つを保育者は丁

寧に聞き取り、援助につなげました。 
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子供たちが大型積み木で滑り台を

作って遊んでいました。楽しくなっ

てきたＤ児は、大きなマットを見付

けてくると「これにみんなで乗って

みよう」と提案しました。「せーの！」

と、何度も滑って楽しむ４人。でも、

距離が短くあっという間に滑り終わ

ってしまうので、何だか少し物足り

なさそうです。近頃、いつも決まった

場所で決まった遊びばかりだったＤ

児の好奇心が、この遊びをきっかけ

にさらに広がることを願い、保育者

は声を掛けてみることにしました。 
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ここにテキストを入力
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令和３年度 
「山形県幼児教育 
アンケート」より 




